








































































田中久重」が「からくり儀右衛門」のこと 、続く「同儀右衛門」とは養子 二代目田中儀右衛門 指す 親子で招聘され精煉方では久重の片腕として力を発揮した。
直正はからくり儀右衛門を一代武士と 取り立てると、 「蒸汽船」や「蒸汽車」等の雛形製造を経たのち蒸気船


























なっているという。この六点の中の、①有形と無形、②済生の道と高尚な理論、⑥日常生活に利便性を求める・求めないの「東洋」は、幕末佐賀藩より、スリランカの人々の生き方に近い。前章でご紹介した久米の強気の見方を支えたのは佐賀藩の科学技術力であるが、東洋の精神性となると佐賀藩よりスリランカ 見たものの影響を考えたほうがしっくりくる。滞在はわずか三日間であったが 一年八カ月の米欧視察 のち、無欲恬淡の中で穏やか 暮らす人々を見た衝撃は心に残ったのではないだろうか。
現在のスリランカに久米の足跡を辿っていくことで、久米の心の変化に寄り添いたい。辿りたい主たるものは教会
















の寺院を訪ねたという。 「チヤイナガーデン」について現地で調べると、ガーデンとは農場を指し当時中国人が一帯で農業を営んでい のでそう呼称されていたのではないかということだった。現在は「チヤイナガーデン」と呼ばれる地域はなく、ただチャイナタウンと呼ばれているところはあった。幹線道路から脇道にそれると家や商店が立ち並んでおり、 っきりした区域ではないが、そのあたりがチャイナタウンと呼ばれているという。恐らく当時の名残なのであろう。
午後三時にゴール港に着き、 ホテルにチェックインしたのちに出発して帰路に近郊を散歩できたくらいであるから、
仏教寺院はそれほど遠くはなかっ だろう。手がかりは「アトミタミヒァール」寺、 「ボーカハバット」伽藍である。実記を通して言えることなのだが 久米は現地 聴 た音をそのまま写して外国の地名や事物を書く したがって、今の私たちには発音をそのままカタカナ 書いた言葉が何なのか、突き止めるのは難し 。
ゴール近郊で午後三時から行ける寺院、が目安である。名称はこの音に近いものということになるが、これについ
ては実記の現代語訳を行った水澤周氏が「アタパトゥ・ヴィハラ寺院」 ボナヴィスタ寺院」 している。このカタカナ表記も参考にしながら久米の訪ねた寺を探した。最も信頼性のある一致は言う でもなくご本尊である。
　



























































が変わっているので、その間の事情を現在の所有者に尋ねても、わからないとのことであった。屋敷はエア ンを使用しなくても涼しさが保てるという造りで、現在の所有者の関心はもっぱ その点にあり、寺院の来歴についての質問には首をすくめるばかりだった。訪問の目的を告げ、寺院の場所を尋ねると 使用人のスリランカ人に案内させるということで、ようやく寺院に行くことができた。屋敷の表門の横に延びる細い道を百メートルほど行くと七段ほどの階段がある。そこに「垣ヲ匝シ、其ノ中ニ瓦甍ノ小堂」があった。しかし、改修工事中で「造営頗ル精ナリ」とはとても言えない古い建物だ。黄色い衣を着けた僧侶がいたので尋ねると、やはり寺の来歴は知らないという。ただ古いものであること確かだとい ことだった。ご本尊にお参 したいとお願いすると快く う一つの建物 案内してれた。
ご本尊にはだれでもお参りできるわけではなく、本堂には鍵がか っていた。 「守人錠ヲ開ケハ」のとおり、僧侶






ナルナシ」であった。釈迦像を安置した内陣にはベールのような白いレースが幕のように垂らされている。これはスリランカの習慣なのか、他の寺院でも、最も貴重な仏像を安置した内陣の前にはレースの幕が た 「像ノ前ニ白石ヲ以テ刻ミタル、両弟子ノ像アリ」についてもそのとおりであったが「白石ヲ以テ刻ミタル」については確認できなかった。仏像が彩色されていたからだ。ゴールで巡った寺院ではどこも仏像は彩色されていた。久米がそのことを実記に記さず、むしろ日本と相貌が違わないと言っているのは不思議であるが、日本の仏像の中にも彩色が施されているものはある で、そ ためかもしれない。も より日本の仏教には久米はそれほど詳しくない。
この寺院についての記述で不自然なのは、この堂の前に円塔がありそれが欧洲風の建物で、仏舎利が収められてい

















ijayananda Pirivena 」である。 「是ハ瓦ヲ葺キタル堂ナリ」とあ























いうことだった。僧侶は親切であり、質問には真摯に答えてくれ、喜捨の要求は一切なかっ 。賽銭箱もなく、喜捨するためには、どこにそのような箱があるのか訊かねばならない らいだった。反対に、僧侶がお守りとして手に糸を巻いて道中の無事を祈ってくれ り キャンディをくれ りした。もちろんお金は要求されない。それは日本人だから特別にということではなく、 他の参拝者にも同様 対していた。久米の訪ねた時期 「民ノ生活已ニ淡泊ナレハ、僧ノ生活尤モ淡泊ナリ」 あることからすると 今より 教的であっ ろう。
現在のスリランカは近代化が進み「お金」が生活を支配し、多く 人がお金を追いかけるようになっ という。今













視察が始まり、工場などを視察して埃だらけになってホテルに帰っても、その埃をはらう間もなく宴会の時間になる、その後観劇して夜中にベッドに入り目が覚めるともう次の視察地の迎えが来ている…という。何しろ 「特命全権大使」の訪問であるから視察への招待状が束になって届き、 イギリスでは招待された九割は行くことができなかったという。ヨーロッパに別れを告げるまでそんな日々が続い いた。帰路についたとき、 恐らくほっとしたのではないだろうか。もちろん実記にはそんなことは書かれていない。ただ淡々 見たことが記述されている。
二年近くも他国を回覧してものの見方が変わらないはずはないが、ここでは仏教観に焦点を絞って時間順序で見て
いきたい。あとで本音を明かしてい 場合もあるので、論文が書かれた時期ではなく久米の本音の時期を重視して記述していく。もちろんすべてを網羅でき わけでは い。実記との関連に軸足を置く。
出発前の仏教観（宗教観）は「淫祠」であった。それが書かれているのは論文「神道の話」である。 「神道の話」





















米に限らず、その場にいた福地源一郎や田辺太一 総意 ある。 「口から出ない」のは仏教を淫祠だと思っているからで、 「アトを聴かれると二の句 つげぬ」は仮に仏教の 義について質問されたら説明できな 、つまり仏教をまったく勉強していない。いかに当時の元武士階級が仏教か 離 ていたかが推測できる。
その原因について明治二六年の論文「史学の独立」で 僧侶が怠っていたからだと指摘している。まず自身が仏教























事実と久米の論評を分けて書くという形式が取られてい （久米の論評 一字下げで記され ） 。引用したのは論評部分で述べられていることである。
この書き方は一見仏教すべてを批判しているように見えるが、そうではない。むしろ、僧侶の生活は儒者と異なり















とも呼ばれ、幕末武士のも の見方を支えた学問である。理詰めで考える学問が受けいれられていくに従って、理は遠い仏教が廃れていく。久米が生ま とき すでに仏教は淫祠であり、性理学 学ぶべき学問であった。
古文書を解読して実証的に歴史を研究し、それまでの定説を次々に覆したのも、理詰めで考える学問手法が身に付


















依って立つ武士道の根源を支えているものだった。さらに同論文で、日本での徳義の源は神仏儒の三つだとし、これを推し究めれば、 「仏教＝宗教」 「神、儒＝政治」の二色 なる。これらは実は一つ ものであると述べる。仏教は淫祠どころか儒教、神道と並んで、日本人の徳義、つまり道徳の根源にあるものだと主張するに至った。
また、仏教の二面性についても同論文で触れられている。それは上座部仏教と大乗仏教の違 であるが、久米はこ







































































（25）「神道は祭天の古俗」 二七一頁／ 『史学会雑誌』 第二編第二三～二五号、 明治二四年／ 『久米邦武歴史著作集
 第三巻』
所収。（26）要約。 「史学の独立」一一頁。（27）「史学の独立」一二頁。（28）『特命全権大使米欧回覧実記
　
五』二八三頁。
（29）「神道と君道」三五三頁／ 開国五十年史
　
下巻』明治四一年／『久米邦武歴史著作集
 第三巻』所収。
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